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背景

◆ ダイズ畑での難防除雑草（帰化アサガオ類，ホオズキ類等）のまん延が問題

・生育競合に伴うダイズの減収

・コンバインへの蔓の絡みつきによる収穫作業能率の低下（アサガオ）

→多大な労力をかけて手取り除草，それでも対応できなれば収穫放棄

・大豆の汚粒要因となり，品質低下（ホオズキ類）

マルバアメリカアサガオ蔓延圃場 手取り除草後に畦畔に積み上げられたアサガオ
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27%

73%

マルバルコウ

◆ 2023/8/11に観察調査（兵庫県内11法人）

55%
45%

マメアサガオ

45%
55%

アメリカアサガオ

91%

9%

帰化アサガオ類

55%
45%

ヒロハフウリンホオズキ

➢ まん延圃場はまだ稀だが，多くの

圃場に侵入しており，まん延リス

クは高い

→早めの防除，除草対策を！

背景：難防除雑草の発生実態
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大豆難防除雑草の総合防除

１
早期発見
早期対策

２
発生情報の
整理・共有

３
徹底防除

４
経過観察
終息へ

◆難防除雑草はまん延してからでは対策が難しい

⇒日頃の警戒，早期発見，早期対策が重要



0. 侵入警戒を怠ると

◆難防除雑草は蔓延してからでは対策が難しい

⇒日頃の警戒＋早期発見，早期対策が重要

（イメージ）

１．放っておくと，急速に増殖，まん延

２．雑草発生量が増えるほど，防除コストも嵩む

３．まん延後は，防除を徹底してもなかなか発生量は減少しない

（圃場の埋土種子は長期間生存）
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1,2. 早期発見・対策，情報共有

１
早期発見
早期対策

２
発生情報の
整理・共有

３
徹底防除

４
経過観察
終息へ

◆難防除雑草はまん延してからでは対策が難しい

⇒日頃の警戒，早期発見，早期対策が重要

➢ 発生場所の早期特定と情報の共有

・同一法人（生産者）内の圃場は必須

⇒トラクター等の移動の際に要注意

・可能であれば集落，地区単位でも

⇒圃場だけでなく，周辺畦畔，河川敷，

非農耕地が侵入元になる可能性
引用：診断に基づく大豆栽培改善技術導入支援マニュアルp3
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◆今すぐできる対策：圃場間の種子移動をなるべく防ぐ

・圃場間は作業機械に付着した土で移動する

⇒まん延圃場の作業は最後に行う，なるべくこまめに機械を洗浄する

・ダイズ収穫後：コンバインから排出される種子を放置しない

1,2. 早期発見・対策，情報共有



3. 徹底防除

診断に基づく大豆栽培改善技術導入支援マニュアルp4

➢ 一斉防除（圃場外；周辺畦畔や水路等）

⇒個人では対応困難。地域ぐるみで

➢ 侵入源（未熟な堆肥など）の特定

➢ 畦畔管理の徹底

➢ 圃場内の徹底防除

・作付前の除草

・大豆生育初期の除草剤処理・中耕培土

・生育後期の手取り除草

⇒必ず取りこぼす，埋土種子０を目指して
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3-1. 徹底防除のポイント：畦畔管理
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・侵入初期は畦畔から侵入することが多い

・畦畔際や枕地はダイズの欠株が多くなるため，雑草が生存しやすい

・結実前（アサガオ：9月中～下旬）に草刈，抜き取りすべき

・結実後は親株が枯れても種子は成熟する

⇒結実後は親株を畦畔に放置しない（畦畔の埋土種子が増える）

▲ダメな例

▲畔際のマメアサガオ



3-2. 徹底防除のポイント：水田輪作

10

・アサガオの埋土種子は生存期間が長い（数十年生き残るという報告も）

・水田輪作は埋土種子の低減に有効

注意１）畦畔では変わらず発生するので適切な除草管理を

注意２）中干しなど一時的に無湛水になったタイミングでもアサガオは出てくる

⇒出芽後，湛水条件下でも生存，種子生産できる

▲中干し後のマメアサガオ
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3-3. 徹底防除のポイント：ダイズ栽培技術
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◆ ダイズの生育が悪ければ難防除雑草の防除は困難

・所内試験の例（マルバアメリカアサガオ超まん延圃場）

➢ ダイズ1葉期パワーガイザー＋4葉期大豆バサグランでしっかり防除（つる無し，5g/m2以下）



3-3. 徹底防除のポイント：ダイズ栽培技術
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◆大前提：難防除雑草は除草剤だけで容易に防除できない

・特に帰化アサガオ類は作物の被陰に弱い

⇒早期に群落を閉鎖できるようなダイズ栽培が重要

方法１）畦幅を狭める（狭畦密植栽培）

方法２）株間を狭くする（播種量を増やす）

方法３）ダイズの播種時期をなるべく早めに， 排水対策etc…

⇒ただし倒伏させてしまったら元も子もないので，品種ごとの最適な播種密度と播種時期を意識

第２図　茎葉処理剤処理区におけるダイズ苗立ち数，ダイズ群落内相対光量子束密度と帰化アサガオ類の地上
部乾物重との関係

2019年，2020年の全茎葉処理剤処理区をプロットした（マルバルコウ：n=24，マメアサガオ：n=36）。図中の

式は回帰直線の回帰式を示す。***は0.1%水準で有意であることを示す。
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除草剤効果UP（右図）



3-4. 徹底防除のポイント：要防除期間

◆ ダイズ作付期間の除草＝要防除期間の防除を徹底

⇒対象雑草種，耕種管理（播種時期，栽植密度）で異なる

➢ 例）防除対象：近畿地方，帰化アサガオ類，7月播種，狭畦栽培での要防除期間

要防除期間：大豆播種後～4または5葉期（20~25日程度）

播種

初生葉

4葉期

3葉期
2葉期

1葉期

子葉

5葉期

被陰で
枯れる

➢ ポイント：アサガオは被陰に弱い（ダイズの早期被陰が必須）

⇒苗立ち不良，出芽遅延，初期生育不良をいかに回避できるかが勝負

アサガオ
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3-4. 徹底防除のポイント：適期防除
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◆除草剤の散布適期を逃さない

・2~3日遅れるだけでも致命的な場合も（特に1回目の茎葉処理剤）

・処理適期はダイズの葉齢から決まる

⇒圃場毎のダイズの葉齢を把握する必要がある

方法１：圃場を見て回る ☜確実だけど手間

方法２：農研機構考案のダイズ葉齢進展予測モデル （Z-GISに対応）

方法３：xarvio（ザルビオ）フィールドマネージャーの雑草管理プログラム



3-5. 徹底のポイント：AI,ICTの活用
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◆圃場ごとの除草剤の散布適期を逃さない！

▲Z-GIS＋ダイズ葉齢進展予測 ⇒除草剤散布日毎に色分け
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◆ ザルビオの大豆雑草管理プログラム：メイン画面

3-5. 徹底のポイント：AI,ICTの活用
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◆ ザルビオの大豆雑草管理プログラム：圃場毎に品目，品種，作付日を入力

3-5. 徹底のポイント：AI,ICTの活用
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◆ ザルビオの大豆雑草管理プログラム：

１）畦幅（中耕培土の有無），２）土壌種類，３）散布方法を入力

3-5. 徹底のポイント：AI,ICTの活用
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◆ ザルビオの大豆雑草管理プログラム：

４）対象雑草を選択

※個別検索可能，地域ごとの一般雑草一括選択可能，優占雑草の指定可能

3-5. 徹底のポイント：AI,ICTの活用
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◆ ザルビオの大豆雑草管理プログラム：推奨体系の提案と微調整，アラートの設定

3-5. 徹底のポイント：AI,ICTの活用
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◆ ザルビオの大豆雑草管理プログラム：推奨体系の提案と微調整，アラートの設定

3-5. 徹底のポイント：AI,ICTの活用

➢ ザルビオ実証区の帰化アサガオ類残草量（2022~2023）

対無除草区比：平均95％減（89～99％）

対慣行区比：平均84％減（71～96%）

⇒2か年，6試験地で安定して高い除草効果が認められた
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ご清聴ありがとうございました

◆診断に基づく大豆栽培改善技術導入支援マニュアルから詳細を確認できます

➢ 冊子体は無償で提供可

➢ pdf版はネットから閲覧可能

➢ 年に1回くらい細かな改定を実施

➢ 詳しくは浅見までお気軽にお問い合わせください

E-mail: asamih601@affrc.go.jp

phone: 084-923-5342


